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モデルベース研究の試みと協会の効率化 

 
広島大学大学院先進理工系科学研究科 大下浄治 

 
 4 月にケイ素化学協会の会長を仰せつ

かって半年が過ぎました。この間、

COVID-19 の問題で大学も社会も対応に

追われてきました。第 2 波が過ぎたとは

言え、まだ見通しがつかないように思わ

れます。見えない敵というものがこれほ

ど厄介なものかと皆さん感じられている

のではないでしょうか。協会の方も対応

に苦慮した結果、他の多くの学会同様に

今年度のシンポジウムをオンライン開催

とさせていただきました。COVID-19 は大

変な損失を社会にもたらし、大学でも多

くの研究室が実験停止になったり人数制

限を設けたりしたわけですが、我々にと

っては、これまで実験に頼ってきた研究

をどう効率的に進めるかを改めて考えさ

せられる機会でもありました。 

 5 年ほど前から、企業との共同研究の

中でモデルベースリサーチ（MBR）という

手法を展開しようとしています。現象・

機能をできるだけモデル化して、効率的

な材料開発に導こうとするものです。最

初のきっかけは、ポリシルセスキオキサ

ンの分子量をモデル式によってモノマー

の化学構造のパラメータから予測しよう

としたもので、MI の一種と言えるかもし

れません。私には、いい成果に思えたの

ですが、論文の投稿から採択まで 2 年以

上かかってしまいました。モデルの根拠

が乏しかったことと、検証が不十分だっ

たのが原因と思います。2 年前には学内

に化学、プロセス、制御、情報の研究者

からなる MBR 拠点という研究拠点を作っ

てもらいました。また、MBR による自動

車用材料の開発は、地方創生の国プロの

テーマにも採択されています。 

最初の論文がなかなか採択してもらえ

なかったこともあり、あまり積極的にな

れない時もありましたが、新しい社会秩

序の中で試行錯誤を少なくして効率的に、

通常の化学的思考では思いつかない材料

を得る手法として取り組んでいきたいと

考えています。 

 さて、協会の運営を見てみますと、ま

だまだデジタル化が遅れているように思

います。今年度から名簿の印刷をしない

ことにしました。これは、個人情報保護

の観点からの取り組みでもありますが、

質を落とさず簡略化できることには、今

後も取り組んでいきたいと思っています。

また、オンライン講演会の開催など、会

員の皆様へのお金のかからないサービス

も考えていきたいと思います。 

ただ、やはり、地酒パーティーを含む

対面でのシンポジウムが開催できなかっ

たことは、大変残念でした。来年度は、

多くの方々とシンポジウム会場でお目に

かかれることを願っています。 


